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贈 撫
嚢

舞

擢

垂 餅

馨

グラウンドでノルディックスキー（十小と中央小）

．、薦』

叢

　　桂スキー場でソリ臼遊び（東小と豊栄小）

　いち
「市のサミット」をきっかけに

　千葉県八日市場市と学校間交流

　2月16日（月）～18日㈱の3日問、千葉県八日市場市立豊

栄小学校の5年生が、また、17日㈹～19日㈱には同中央

小学校の6年生が来市し、それぞれ東小学校の5年生、

十日町小学校の6年生と楽しい交流をしました。八日市

場市は、千葉県の九十九里浜に面した温暖な地。平成7

年から行われている「市のサミット」で十日町市とつな

がりがあります。

　東小学校と豊栄小学校との交流では、まず名刺交換で

自己紹介を行い、その後、桂スキー場でソリ遊びなどが

行われました。また、十日町小学校と中央小学校では、

ノルディックスキー、「ほんやらどう」づくりなど、コー

スに分かれての交流を行いました。

誉



　地方自治法第243条の3第

1項の規定に基づく「財政事

情の作成および公表に関する

条例」の定めるところにより、

十日町市および十日町地域広

域事務組合、十日町市川西町

衛生施設組合の平成9年12月

31日現在の財政事情をお知ら

せします。

12月末予算

繰越金4億5，185万円（2．3％）

l　rその他12億4，343万円（6．3％）

　地秀交付税も
　　器億圏8万囲

入甑鰯1
　　　　叢税

総億4，§圏万円

鋤．灘聾灘懸

唖一般会計予算の内訳
）　　　　　　　　　　繰入金
1％）　　　　　　　　4億8・288万円
　　　　　　　　　　　　（2．5％）

歳

9年度一般会計予算の執行状況

稔7億1，00醗網

樋驚億　麺7万円

収入率61．4％（一時借入金等除く）

12Q億9，6糊　　議齢簿1
執行率63．0％

衛生費14億4，403万円（7．3％）

　　　農林水産業費12億3，387万円（6．3％
　　　　1　　　マーその他12億705万円（6

　　　1　　　　一諸収入26億8，650万円（13、6％）
　　　国庫支出金16億1，040万円（8．2％）

　市債15億7，720万円（8．0％）

県支出金15億54万円（7．6％）

　土木費　、
　45億8，弱9蒜円
　　　　（欝．鍛鱒

出歳

19億8，697万円（10．1％）　　　　　1

　　　民生費34億2，212万円（17．4％）
，605万円（9．9％）

8万円（9．9％）

円（9．7％）

公債費

価

　一商工費19億5
一教育費19億5，24
総務費19億1，081万

歳入・歳出197億107万円

唖特別会計予算の執行状況（収納率88．3％）嗜市税の収入済額

税　　　目 税　　額 構成比 会　　計　　名 蚤　算　額 収戴済額 支鐡済額閥

需　　民　　税 15億3，679万円 35．0％ 国民健康保険 25億3，210万円 15億6，794万円 15億2，662万円

園建資産税 24億4，106万円 55．6％
簡　易　氷　道 7億6，770万円 3億9，519万円 3億　501万円

軽自動禦税 7，235万円 1．7％

築撫道事業 25億4，279万円 13億5，276万円 14億7，583万円

欝晦村たば蓬税 1億5，416万円 3．5％

老　識　保　縫 43億4，028万円 26億9，693万円 28億4，109万円
特別土地保有税 3，476万円 0．8％

都布謙爾税 1億5，042万円 3．4％
農業集藩誹襟事業 2億8，563万円 1億8，925万円 3億1，184万円

計 43億8，954万円 100．0％ ．灘 104億6，850万円 62億　207万円 64億6，039万円

「
鉢
の
孫
で
す
」

　
　
尾
身
長
冒
が
来
市

　
2
月
1
1
日
㈱
、
尾
身
幸
次
国
務
大

臣
・
経
済
企
画
庁
長
官
が
、
夫
人
の
和

江
さ
ん
と
鉢
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
会
館

で
地
区
民
総
出
の
大
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
尾
身
長
官
の
お
じ
い
さ
ん
が
鉢
の

出
身
で
、
若
い
こ
ろ
仲
問
5
・
6
人
で

群
馬
県
沼
田
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
「
祖
父
の
故
郷
を
訪
ね
て
み
た
い
と

思
い
6
年
前
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
そ

の
時
も
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
沼
田
市
に
は
約
3
0
軒
の
尾
身
姓

が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
鉢
か
ら
来
た

人
た
ち
で
す
。
『
尾
身
』
と
書
く
ル
ー
ツ

は
全
国
で
鉢
と
中
平
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
実
家
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

鉢
の
孫
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
親

戚
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
娘
に

は
二
人
の
子
供
が
い
ま
す
が
、
娘
た
ち

に
も
鉢
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

2

、



唖歳出性質別分析表
　　　（総額197億0，107万円）

普通建設事業費
40億7，389万円（20．7％）

投資的

経費
121，8％） 災害復旧事業費

2億2，394万円（1．1％）

消費的

経費
鱒．9％）

人　　件　　費
33億4，593万円（17．0％）

補　助　費　等
19億　849万円（9．7％）

物　　件　　費
20億3，804万円（10．4％）

扶　　助　　費
15億2，407万円（7．7％）

維持補修費
6億1，580万円（3．1％）

懸の他
㈱．3％1

公　　債　　費
21億　363万円（io．7％）

貸　　付　　金
25億2，914万円（12．8％）

繰　　出　　金
13億2，561万円（6．7％）

積立金、出資金、予備費

　　1，253万円（0．1％）

　
　
　
み

　
込

　
見

　
鵬

況
蛛

状
年

の
⑲

債市唖

一般会計 157億　388万円

簡易水道
特劉会誹

24億2，003万円

華氷道事業

特別会諦
98億4，483万円

農業集落謬鰍

事業特劉会誹 6億6，527万円

氷道事業叢誹 29億2，950万円

諦 315億6，351万円

◎会計別予算の執行状況

建　物 12，237．23m2 会　諦　名 予算現額 収入済額1収入率）支繊済額（執行率）

墓　金 455万円 一般会講 16億3，689万円
ll億3，758万円

　（69．5％）
10億8，194万円

　（66．1％）

圭　地 所在地市町
村より借地

総含福祉セン
ター特別会計

1，649万円
1，306万円

（79．2％）
1，222万円

（74．1％）

懸の他 温泉利用権
叢畜場事業
特別会誹

2，822万円 2，川万円
（74．8％）

1，668万円
（59．1％）

◎組合債の状況
家畜指導診
療勝特別餐諦

5，308万円
4，453万円

（83．9％）
3，690万円

（69．5％）

奮　　　計 17億3，468万円
12億1，628万円

　（70．1％）
ll億4，774万円

　（66．2％）購篠業鋤 金　額

溝防癒欝
建設事業 6，IB万円 ◎負担金の状況

消防施設
整備事業

4，775万円 翻麟捌 一般会誹
総響福祉
惣ンター
轄別饗誹

遷畜場事業

特鋼餐諦

家畜指簿
診療漸
特別嚢辞

奮　・計
構威箆

1％〉

地域総響
整備事業

4億

3，838万円
網嚇 5億9，275万円 411万円 682万円 6億368万円 41．3％

辮酉聴 2億359万円 32万円 421万円 2億812万円 i4．2％

臨　　時
財政犠倒

70万円
擦繭瞭 2億7，136万円 i，069万円 165万円 660万円 2億9，030万円 19．8％

曇薬事業
臨騰特i鯛

154万円 鱒塁灘 臆2，984万円 33万円 135万円 臆3，152万円 9．0％

蓬畜場
整備馨業

990万円

松磯驚 1億2，ケ62万円 98万円 1億2、860万円 8．8％

松之幽酵 臆　14万円 92万円 臆106万円6．9％

奮　謙
5億

5，940万円 合謙 14億2，530万円 1，069万円 641万円 2，088万円 14億6，328万円 100．0％

◎負担金の状況

◎組合財産の状況

12，237．23m2建物

455万円墓金
所在地市町
村より借地圭i地

温泉利用権懸の他

◎組合債の状況

◎組合予算の執行状況◎組合財産の状況

建　　　　物 5，493．82m2 雛算現額 7億4，413万円

墓金積塞登
鞭戴済額 4億9，186万円（収入率66．1％）

盤　　　　地 所在市町より借地

◎組合債の状況 支鵬済額 4億7，240万円（執行率63．5％）

謬灘処遜施設

整　備　債
25億6，473万円 ◎負担金の状況

膨躍処理
施設整備債

3億1，546万円 藩圏購欝 6億　582万円（88．8％）

埋雄き麺発地

施設整備債
200万円

鋼　顛　購 7，6H万円（H．2％）

誹 28億8，219万円 計 6億8，193万円（100．0％）

◎組合債の状況

◎負担金の状況

♪
音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
月

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

か
ら
、
楽
器
・
理
論
・
解
釈
な
ど
の
講

習
を
直
接
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

腕
前
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
器
の
好

き
な
人
な
ら
大
歓
迎
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ロ
日
　
時
　
3
月
2
2
日
㈲
午
後
1
時
～

　
4
時
（
午
後
0
時
3
0
分
か
ら
受
け
付

　
け
）

■
会
　
場
　
十
日
町
市
公
民
館

■
対
　
象
　
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

■
申
込
み
　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

■
参
加
費
　
無
料
　
※
ピ
ア
ノ
、
ド
ラ

　
ム
ス
以
外
は
楽
器
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

■
講
　
師
　
岡
野
等
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
、

池
田
芳
夫
（
べ
ー
ス
）
、
杉
本
喜
代
志

　
（
ギ
タ
ー
）
、
田
中
裕
士
（
ピ
ア
ノ
）
、

藤
原
幹
典
（
サ
ッ
ク
ス
）
、
ジ
ミ
ー
・

　
ス
ミ
ス
（
ド
ラ
ム
ス
）
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臨時福祉特別給付金

　　が支給されます
問合先　健康福祉課高齢福祉係盈57－3111内線135・136

　　　　市民生活課国民年金係　　　　　内線151・152

　
平
成
m
年
分
所
得
税
等
の
特
別
減
税
に
関
連
し
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受

給
者
や
高
齢
の
低
所
得
者
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、
低
所
得
の
在

宅
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
在
宅
介
護
の
支
援
を
す
る
た
め
、
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
支
給
対
象
者
、
支
給
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
、
3
月
25
日
㈱
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
0
年
2
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
今
年
2
月
分
の
次
の
い

ず
れ
か
の
年
金
、
手
当
を
受
給
で
き

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
等
…
の
年
金
証
書

　
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
旛
」
ま
た
は
「
鰯
」
　
ω
年
金

　
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁

　
が
「
鵬
」
ま
た
は
「
城
」

③
遺
族
基
礎
年
金
等
…
⇔
り
年
金
証
書

　
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
篇
」
ま
た
は
「
旛
」
　
ω
年
金
証

　
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
3
桁
が

　
「
箇
」
、
「
㎝
」
、
「
朧
」
ま
た
は
「
醜
」

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
障
害
児
福
祉
手
当

⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別

　
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手

　
当
、
保
健
手
当
）

　
注
1
　
右
記
②
の
ω
ま
た
は
③
の

ω
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
9
年
度

分
の
個
人
の
市
民
税
が
課
さ
れ
な
か

っ
た
人
（
本
人
が
、
他
の
人
の
9
年

度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
他
の

人
に
9
年
度
分
の
市
民
税
が
課
せ
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
注
2
　
該
当
す
る
場
合
で
も
、
基

準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
、
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

か
ら
別
途
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
の
で
、
福
祉
給
付
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
9
年
度

分
の
市
民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
な
か

っ
た
人
（
本
人
が
、
他
の
人
の
9
年

度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
他
の

人
に
9
年
度
分
の
市
民
税
所
得
割
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
、
9
年
8
月
1

　
日
以
前
か
ら
寝
た
き
り
、
ま
た
は

　
痴
呆
等
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
常

　
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
6
5

　
歳
以
上
の
人
（
昭
和
8
年
2
月
1

　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
今
年
2
月
分
の
特
別
障
害
者
手

　
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
福
祉
手
当

　
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
人

　
注
1
　
基
準
日
に
お
い
て
、
病
院
、

診
療
所
、
老
人
保
健
施
設
に
9
年
1
0

月
31
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
介
護
福
祉
金
は
、
福
祉
給

付
金
や
特
別
給
付
金
と
異
な
っ
て
、

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
対
す

る
在
宅
介
護
の
支
援
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
人

が
福
祉
給
付
金
や
特
別
給
付
金
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
基
準
日
に
お
い
て
6
5
歳
以
上
の
人

で
、
9
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
人
（
本
人
が
、
他

の
人
の
9
年
度
分
の
市
民
税
額
の
算

定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

当
該
他
の
人
に
9
年
度
分
の
市
民
税

が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま

す
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
注
1
　
福
祉
給
付
金
と
同
様
に
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
同
一
の
人
が
、
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
特
別
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
申
請
書

　
を
記
入
の
う
え
3
月
2
5
日
㈱
ま
で

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
で
は
対
象
見
込
者
に
対
し
て
、

　
3
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

　
す
。
3
月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請

　
書
が
届
か
な
い
人
で
、
受
給
で
き

　
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
は
、
「
福
祉
給
付
金
」
「
介
護

　
福
祉
金
」
「
特
別
給
付
金
」
の
い
ず

　
れ
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
申
請

　
書
は
1
枚
だ
け
提
出
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

③
円
滑
な
支
給
事
務
手
続
き
を
進
め

　
る
た
め
、
申
請
書
を
提
出
す
る
際

　
に
、
給
付
金
の
請
求
と
受
領
を
市

　
長
に
委
任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
申
請
書
の
提
出
後
、
受
給
資
格

　
が
認
定
さ
れ
る
と
支
給
（
口
座
振

　
込
）
さ
れ
ま
す
。

④
9
年
1
月
2
日
以
降
に
十
日
町
市

　
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
転
入
前
の

　
市
町
村
の
納
税
証
明
書
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
人
の

　
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ

　
の
人
の
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。

4



㊨
おかげさまで1周年

ほくほく線ウェルカム

　サンクスフエア開催

〈
ほ
く
ほ
く
線
基
地
ま
つ
り
〉

◆
日
　
時
　
3
月
2
1
日
㈹
・
2
2
日
㈲

◆
場
　
所
　
六
日
町
車
両
基
地

◆
内
　
容
　
日
ご
ろ
見
ら
れ
な
い
車

　
両
基
地
の
公
開
、
特
急
列
車
や
車

　
両
模
型
・
写
真
の
展
示
、
各
種
ゲ

　
ー
ム
ほ
か

〈
ほ
く
ほ
く
線
駅
ま
つ
り
〉

◆
日
　
時
　
3
月
2
2
日
㈲
（
ま
つ
だ

　
い
駅
で
は
2
1
日
ω
に
も
実
施
）

◆
場
　
所
　
六
日
町
、
十
日
町
、
ま

　
つ
だ
い
、
ほ
く
ほ
く
大
島
、
虫
川

　
大
杉
、
う
ら
が
わ
ら
、
く
び
き
の

　
各
駅
前

◆
内
　
容
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
屋
台
、

　
青
空
市
ほ
か

〈
ほ
く
ほ
く
線
ふ
る
さ
と
芸
能
大
会

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
同
時
開
催
〉

◆
日
　
時
　
3
月
2
9
日
㈲
午
後
1
時

　
開
演
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は

　
午
前
1
1
時
～
午
後
2
時
）

◆
場
　
所
　
ク
ロ
ス
m

◆
入
場
料
　
無
料

◆
内
　
容
　
沿
線
地
域
の
郷
土
芸
能

　
を
一
堂
に
集
め
た
芸
能
大
会

〈
ほ
く
ほ
く
線
横
断
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
〉

◆
期
　
間
　
3
月
2
1
日
ω
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
6
日
帽

◆
内
　
容
　
ほ
く
ほ
く
線
の
駅
の
ホ

　
ー
ム
に
あ
る
問
題
に
答
え
て
応
募

　
す
る
と
、
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

　
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

　
り
ま
す
。

〈
特
急
は
く
た
か
号

　
　
　
乗
車
記
念
品
ブ
レ
ゼ
ン
ト
〉

◆
日
　
時
　
3
月
2
2
日
㈲

◆
区
　
間
　
越
後
湯
沢
～
直
江
津

〈
ク
イ
ズ
列
車
が
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
番
組
〉

◆
収
　
録
　
3
月
2
8
日
ω

◆
放
　
送
　
4
月
4
日
㈹

◆
内
　
容
　
一
般
参
加
型
の
ク
イ
ズ

　
列
車
を
運
行
し
、
テ
レ
ビ
番
組
に

　
し
ま
す
（
参
加
者
募
集
の
詳
細
は

　
N
T
2
1
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
）
。

〈
開
業
記
念
乗
車
券
2
種
類
発
売
〉

①
ほ
く
ほ
く
線
一
日
乗
り
放
題
き
っ

　
鱒
ト

　
㌧

◆
金
　
額
　
大
人
u
千
2
百
円

　
　
　
　
　
子
供
“
6
百
円

◆
ご
利
用
期
間
　
3
月
2
1
日
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
4
月
6
日
但

◆
ご
利
用
区
間
　
越
後
湯
沢
駅
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
江
津
駅
間

◆
発
売
期
間
　
3
月
1
4
日
㈹
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
6
日
帽

②
歴
史
を
綴
る
硬
券
式
記
念
き
っ
ぷ

　
（
十
日
町
・
ま
つ
だ
い
往
復
き
っ

　
ぷ
）

◆
金
　
額
　
大
人
“
5
百
円

◆
発
売
日
　
3
月
2
2
日
㈲
か
ら

◆
発
売
枚
数
　
千
枚
（
先
着
順
）

〈
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
〉

①
6
8
1
系
ス
ノ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
招
待

　
乗
車
（
3
月
2
1
日
㈹
、
2
2
日
㈲
）

②
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
列
車
の
運
行
（
フ

　
ェ
ア
期
間
中
普
通
列
車
全
車
に
ヘ

　
ッ
ド
マ
ー
ク
を
装
着
し
ま
す
）

〈
1
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
〉

～
ほ
く
ほ
く
の
風
を
ど
う
生
か
す
か
～

◆
日
　
時
　
3
月
2
0
日
樹
午
後
5
時

　
3
0
分
～
9
時
3
0
分

◆
場
　
所
　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

◆
内
　
容
　
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

　
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
記
念
交
流
パ

　
ー
テ
ィ
ー
ほ
か

◆
講
師
湯
沢
昭
さ
ん
（
長
岡
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
、
パ
ネ
ラ

　
ー
に
住
吉
順
二
さ
ん
（
作
家
、
日

本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
役
員
）

　
ほ
か

◆
入
場
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
交
流

　
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
は
3
千
円
）

◆
問
い
合
わ
せ
　
ほ
く
ほ
く
線
開
業

記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
智
5
7
1
5
5
6

　
9
）
へ
。

〈
ほ
く
ほ
く
線
開
業
1
周
年
記
念

　
　
ま
る
せ
ん
春
の
大
売
り
出
し
〉

◆
期
　
間
　
3
月
1
日
㈲
～
3
1
日
㈹

◆
内
　
容
　
期
間
中
に
加
盟
店
で
買

　
い
物
を
し
た
人
に
、
抽
選
で
豪
華

　
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
賞
品
内
容
①
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
（
フ
ラ
ン
ス
）
ご
招
待
（
2
名
）

②
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
ご
招
待
（
大

人
2
名
子
供
2
名
・
1
0
組
）
③
デ

　
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ご
招
待
（
ペ
ア

　
ー
0
組
）
④
高
田
夜
桜
、
観
劇
（
木

　
の
芽
坂
）
、
海
鮮
グ
ル
メ
（
鵜
の
浜
）

ご
招
待
（
ペ
ア
各
2
0
組
）
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
専
門
店
会

協
同
組
合
（
智
52

－
2
7
3
名
）

　
へ
。

中条笹山で恒例の
4時間トライアル開催

　第13回十日町4時間トライアルレ

ースが2月15日（日）、陸上競技場周辺

を会場に行われました。この大会は

中条地区振興会（樋口熊蔵会長）が

中心になって毎年行っているもので、

4時間で何キロメートル滑ることが

できるかを競います。

　当日は関東・関西なども含め、個

人の部に130人、リレーの部に28チー

ム・122人の参加がありました。成績

は、個人の部・一般男子で佐藤昭則

さん（十日町市）が73．Okm（大会新

記録）、同一般女子で尾身薫さん（十

高）が55．Okm（大会新記録）、また、

リレーの部・中学生ではマヨネーズ

（中条中）が62．6kmを走破しました。

午前9時30分、一斉にスタート
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職

灘
縷
　
叢

　
　
　
難
．

　自い愛の祭典「第49回骸日町雪まつり」が、2月20日㈹・21日（土）・

22日（日）の3日問にわたって開かれました。20日夜のオー一プニングフ

ェスティバルで開幕。21日午後からは雪まつりパレード、夜には城

ケ丘ピュアランドで雪上カーニバルが蕎蕪かに繰り広げられました。

また、コミュニティひろばをはじめ市内各地の15のひろばでは、大り

勢錨麓魏翫講畠纏撃爺辮1轟和、。

鴛鵬薫課驚藤羅灘鞭襲華鴛、震

点にものぽりました。金曜日は雨、王曜日はくもり、日曜日は快晴
　　　　　　　　　　　　餐　　　　　　　　　蟹
という空模様の3日問の人出は287000人。
盛り上がった第49回雪まつり講幕とともに、大きな節目を迎え

る来年第50回に向けての準備の始まりです。

雪上カーニバル／21目　ライトに浮かび上がるニ

ューヨークの証券取引所、エンパイアステートビ

ル。地元モデルと高校生によるきものショウ、ル・

クプル、辺見えみりによる歌謡ショウ、十日町小

児童のコーラス、雪上花火と、「新未来・夢ランド」

の90分ステージに歓声とため息が。

オ
ー
ブ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
2
0
日

犬
ぞ
り
聖
火
隊
入
場
で
開
会
。
「
妻
有
っ
子

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
「
き
も
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ワ
ー
ル
ド
」
「
シ
ー
ナ
＆
ロ
ケ
ッ
ツ
ラ
イ
ブ
」

の
3
部
構
成
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
で
、

雪
ま
つ
り
開
幕
。

癸

灌
講
『

愚疇
灘

鮮

　　　銘

　　　響

　　　　　　　　　　　　　6



雪だるま通り　ほくほく線十日町駅

～本町西線につながる緑道が変身。

真っ白な道の両サイドをかわいらし

い雪だるま100点がお迎え。初の試み

です。

　　スノーウェディング／21日

　　　四日町2の古田島敦さん、鎌

　　島朋子さんのすてきなカップル。

饗翻鎌睡鍵’
　　　　　、羅難繍
　　　　　　ノむ　　　の
　　　　　　黙聾叢
　　　　　　嚢

　　　　　、叢

初登場のネージュ　雪まつりの

キャラクター「ネージュ」の着

ぐるみは子供たちに大人気。

雪
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
／
2
1
目

　
さ
つ
ぽ
ろ
・
横
浜
・
指
宿
の
ミ
ス
の
皆

さ
ん
、
県
き
も
の
の
女
王
、
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
、
市
民
吹
奏
楽
団
、
園
児
・
児

童
、
雪
の
芸
術
作
品
制
作
団
体
の
3
0
0

人
が
沿
道
の
声
援
を
受
け
て
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
ひ
ろ
ば
へ
。

蓑　饗

ぷ　　　き

膿．蹴毒総

鍵

懸嚢廻睦．『

　　　響莚墾毯i鐵

郷士芸能と民謡の祭典／22日

　昨夜の興奮さめやらぬ雪上

カーニバル会場。引き継がれ

てきた郷土芸能、唄と踊りの

競演。ゲストは、演歌歌手の

藤代ゆきさん。

パレードレセブション

／21日さっぽろ・横

浜・指宿のミスの皆さ

ん、県きものの女王、

ミス十日町雪まつりの

皆さんが紹介され、コ

ミュニティひろばは拍

手の輪。

鞠“欝爵諺言註
　　　チ
　　　　　場に完成した9点の

　　　　　雪像。審査員は雪の

　　　　　芸術作品見学ツアー
　　　華
　　　　参加の皆さん（20日夜）。

罐襟魏騎融

第17代
ミス十日町雪まつり

　22日、クロス10で開催。予選会を

通った12人の雪美人の中から第17代

のミス（高橋芙美恵さん）、準ミス（笹

川幸子さん、江口有紀さん）が選ば

れました。 　　ふ　み　え
高橋芙美恵さん

（埼玉県・春日町2出身・21歳）

　　　さち　し
笹川幸子さん
（上越市・21歳）

んさ
）

き
己
歳

糸
旧

助
有
．

　
崎

口
梶

江
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蝋

像の立体感を色や素材でなく、雪で工夫することによっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市長賞
て、より温かみのある作晶となる。これからも純白の雪

を大事にする作品づくりに努めていただきたい」と講評

しました。市長賞を頂点に入賞作品すべてを紹介します。

欝

十日町市議会議長賞

　　　招　　　福

邸　　一鞭懸

∴
鰻

（稲和会）

十日町ロータリークラブ賞
もうひと花咲かせましょう（三好園職員互助会）

SF・エルニーニョの脅威

　　　　　　　　（本町6丁目1－6組）

　
　
難 饗

十日町織物工業協同組合理事長賞　　　　新潟県建設業協会十目町支部長賞
十日町の新しい響一雪の精誕生一（本町7丁目・三和町町内会）　はなさかじいさん（下条本町青壮年会）

十日町ライオンズクラブ賞

ふきの葉の下で…（ひのスノーマン）

瞬　　蓑・

　　．響＝・、

十日町森林組合長賞

　　　安寿と厨子王（愛ing下条）
三国コカ・コーラボトリング賞

　甦るイヨボヤ（いなかっぺ大将）

輔黙灘

地元新聞社賞
七福神上陸す！（雪ごったくをしよう会）

審査員賞

お一い！金角・銀角（下条商工会青年部）

3月8日（日）午前9時30分～11時25分　■N　S　T新潟総合

県から参加の4チームのエキスパートによる巨大雪像づ

（テレビ東京、全国31局ネットで放送）

今、きらめいて　■3月8剛日）午前10時～10時30分　■B　S　N新潟放送

■昨年結成10周年を迎えた「ゆずり葉」の活動を中心に雪まつりや、市

民の様々な活動を紹介

8



馳議舞謹．

　　十日町市長賞－
　　虎瀟風生（とらうそぶけば力泄しようず）

　　　　　　　（本町1丁目4区合同）

十日町市観光協会長賞

　　狂乱の世 （新和会）

嚢欄　　、，・・、…　』　、　i灘懇

十日町市商店街振興組合連合会長賞　’

ず一といっしょだよ（城之古青年会）

キリンビール賞
とんだ！キマッタ〃ポケモン飛行隊（十日町市職員互助会）

醜
参
“

∋
再

5年連続表彰団体
・南雲土建㈱

・新川屋建設工業㈱
－
　
　 10年連続表彰団体

墨

・本町6丁目1－6組

20回通算表彰団体
・東北電力グループ

・上新田青荘年会

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

十日町市農業協同組合長賞

　龍虎勢盛（土市一区）

　　　　　　　　　　雌醸、
十日町北ロータリークラブ賞　　　　　十日町青年会議所理事長賞

風の神（新川屋建設工業㈱）

ほくほく線賞
“シリーズ風景”日本編（コモ通り振興組合）

笑う門には福来る（真生会）

融
糠
・
縣
郷

審査員賞

　ファンタジー（㈱美郷）

　　　　雪国妻有純白紀行～第49回十日町雪まつり　■2月28日㈹午後2時～2

，　　，，，　　時55分　露TeNYテレビ新潟　■雪まつりをはじめ雪国十日町の魅力を紹

　1ワ　　　介（レポーターは俳優・演出家の船越栄一郎）

TVチャンピオン「雪像王選手権」

テレビ　■本町1チームと北海道、私

くり勝負　■2月26日休）午後7時～9

9平成10年2月25日号



TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

　　　　　　験

和
風
の
建
造
物

　
　
　
ぜ
ひ
手
掛
け
た
い雲野　　勇さん

（北新田2・66歳）

雪
像
づ
く
り
は

　
　
心
温
ま
る
交
流
の
場

　　　　ちかし
久保田　周さん

（東京都日野市・34歳）

　　　　　　　●

今月のテーマは、

「雪像づくりにかける人」です。

　　　　　「18歳の旅立ち」

　3月は卒業の季節です。この春に高

校を卒業し、進学や就職のために故郷

を旅立つ18歳の若者に、輝く夢や同級

生との別れ、ふるさと十日町への思い

などを語っていただきます。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　3月10日（火》までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　智57－3111内線213）

　
私
が
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
の
舞
台
制
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

第
2
1
回
（
昭
和
4
5
年
）
の
雪
ま
つ
り
か
ら
で
す
。
以
前
か
ら
雪
像
を
造
る

の
が
好
き
で
、
雪
ま
つ
り
時
期
に
な
る
と
家
の
前
に
い
ろ
い
ろ
な
雪
像
を

造
っ
て
い
た
ん
で
す
。
最
初
に
携
わ
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
の
制
作
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
第
21
回

の
「
炎
の
城
」
で
す
。
獅
子
の
歯
や
鼻
を
刻
む
の
に
苦
労
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
鼻
は
獅
子
鼻
な
の
で
、
手
鏡
を
も
っ
て
自
分
の
顔
と

に
ら
め
っ
こ
を
し
な
が
ら
刻
ん
だ
ん
で
す
よ
。

　
昔
は
レ
ベ
ル
も
な
く
、
付
近
の
高
い
物
を
目
印
に
造
っ
た
も
の
で
す
。

建
設
業
協
会
青
年
部
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
1
7
年
。
作
業
面
・
技
術
面

で
ず
い
ぶ
ん
進
歩
し
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
の
ス
ノ
ー
マ
ン
の
雪
像
づ
く
り
は
今
年
で
7
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
3
回
の
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
私
た
ち
の
チ
ー

ム
は
総
勢
約
5
0
人
、
1
日
平
均
1
5
人
の
日
野
市
民
が
制
作
に
加
わ
り
ま
す
。

参
加
者
は
職
業
も
年
齢
も
様
々
で
、
上
は
3
0
代
か
ら
下
は
小
学
生
ま
で
い

ま
す
。
週
末
2
泊
3
日
の
参
加
が
中
心
で
す
が
、
中
に
は
1
週
問
泊
ま
り

込
む
者
も
い
ま
す
。

　
雪
像
は
決
し
て
一
人
で
は
作
れ
ま
せ
ん
。
寒
い
中
で
雪
像
を
作
る
の
は

大
変
で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
分
完
成
の
喜
び
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

雪
像
づ
く
り
を
通
し
た
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
都
会
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な

い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
雪
像
づ
く
り
を
通
じ
て
、
日
野
市
民
と
十
日

町
市
民
の
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑳

．1羅層
　　いちぱんいいて

東京都練馬区春日町3－7－13（松代町出身・70歳）

　　　市川昭二さん
　　（大好き十日町会会員）

　1月25日号のこのコーナーでご紹介し
ました村山巌さんは市川昭二さんの誤り
でした。訂正してお詫びするとともに再
度掲載させていただきました。

　
昨
年
三
月
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
し
た
。

そ
の
日
の
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
私
は
少
年
の

こ
ろ
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　
小
学
校
四
年
の
こ
ろ
私
は
川
原
町
の
来
迎
寺

の
隠
寮
に
住
ん
で
い
た
。
寺
の
境
内
を
水
量
豊

　
　
　
　
　
め
ぐ

か
な
小
川
が
続
り
、
そ
こ
か
ら
見
下
す
妻
有
平

野
の
一
角
は
四
季
折
々
美
し
か
っ
た
。
或
る
時

千
手
の
方
か
ら
巨
大
な
鉄
塔
が
建
ち
始
め
、
キ

ッ
パ
ッ
ト
ウ
の
山
の
麓
に
ま
で
達
し
た
。
秋
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

過
ぎ
雪
が
降
り
と
う
と
う
前
山
の
頂
上
に
一
の

鉄
塔
が
建
ち
上
が
り
、
休
む
間
も
な
く
工
事
は

山
の
奥
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。

　
雪
が
消
え
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
私
た
ち
は

キ
ッ
パ
ッ
ト
ウ
の
山
に
駆
け
登
っ
た
。
工
事
人

が
残
し
た
大
き
な
た
き
火
の
あ
と
が
黒
々
と
い

く
つ
も
あ
っ
た
。
鉄
塔
を
一
つ
二
つ
と
数
え
、

　
　
　
　
　
し
た
も

腕
白
小
僧
は
下
萌
え
の
山
道
を
歩
い
た
。
遂
に
、

行
き
止
ま
り
に
な
っ
た
が
、
鉄
塔
は
ど
こ
ま
で

も
続
い
て
い
る
。

　
「
こ
れ
を
伝
っ
て
行
け
ば
東
京
だ
…
」
だ
れ

も
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
東
京
の
空
に
向
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
ず

て
、
淡
い
憧
れ
を
抱
い
て
停
ん
だ
。
見
上
げ
る

と
太
い
電
線
が
「
グ
ォ
ー
ン
」
と
大
き
な
風
鳴

り
を
響
か
せ
て
い
る
。
「
東
京
ま
で
聞
こ
え
る
べ

か
ね
」
「
東
京
の
音
が
伝
わ
っ
て
来
て
ら
ん
だ
ね

エ
か
の
」
。
ガ
ヤ
ガ
ヤ
話
し
合
っ
て
い
る
中
に
、

私
は
電
線
が
リ
フ
ト
に
変
わ
っ
て
人
や
物
を
ど

ん
ど
ん
運
ぶ
幻
想
に
取
り
つ
か
れ
た
。
十
日
町

駅
は
立
派
な
二
階
建
て
に
な
っ
て
い
て
二
階
は

東
京
か
ら
の
リ
フ
ト
の
お
客
専
用
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く

幻
想
は
果
て
し
も
な
く
膨
ら
ん
だ
。

　
私
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
芽
生
え
で
あ
る
。
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総
ぐ
る
み
の
雪
像
づ
く
り
初
参
加

航
瑚

隆
弓

　
長

　
会

　
加
会

田
讐

池
．
偉

雪
像
に
「
夢
」
を
追
う根津　　修さん

（十日町青年学級・26歳）

　
春
日
町
の
ー
・
2
・
3
丁
目
と
い
う
こ
と
で
「
三
春
会
」
と
言
い
ま
す
。

花
見
や
納
涼
会
、
鳥
追
い
・
さ
い
の
神
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
の
納
涼
会
で
「
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
声
が

出
て
、
こ
の
小
正
月
に
正
式
に
決
め
ま
し
た
。
作
品
名
は
「
小
錦
人
気
」
。

今
月
1
1
日
か
ら
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち
が
制
作
を
担
当
、
町
内
の

皆
さ
ん
か
ら
は
陣
中
見
舞
い
な
ど
温
か
い
応
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
土
俵
上
の
小
錦
関
の
周
り
の
雪
だ
る
ま
は
声
援
す
る
観
客
で
す
。
小
学

生
が
2
日
間
が
ん
ば
っ
て
作
り
ま
す
。
作
っ
て
い
る
う
ち
に
欲
も
出
て
き

て
、
町
内
中
が
燃
え
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
総
ぐ
る
み
の
初
参
加
は
、

私
た
ち
町
内
の
新
し
い
力
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
青
年
学
級
の
雪
像
づ
く
り
は
市
内
最
多
、
2
7
回
目
の
参
加
を
誇

り
ま
す
。
雪
像
制
作
は
8
つ
の
コ
ー
ス
に
学
ぶ
我
々
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
年
間
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
若
者
ら
し
く
「
夢
」

と
題
し
、
子
供
た
ち
に
託
す
明
る
い
未
来
や
平
和
・
美
し
い
地
球
な
ど
へ

の
思
い
を
込
め
ま
す
。
雪
像
づ
く
り
は
正
月
明
け
か
ら
構
想
を
ね
り
は
じ

め
、
広
場
で
の
制
作
は
9
日
間
、
延
べ
1
8
0
人
で
行
い
ま
す
。

　
私
が
制
作
に
関
わ
っ
て
5
年
目
で
す
が
、
審
査
を
待
つ
緊
張
感
は
何
年

た
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
結
果
待
ち
の
心
境
は
、
期
待
が
半
分
、
落
ち

て
い
て
も
楽
し
も
う
と
い
う
お
祭
り
気
分
が
半
分
で
す
。
皆
さ
ん
も
雪
像

づ
く
り
に
参
加
し
て
、
こ
の
緊
張
と
喜
び
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

煮
春
恋
グ
h
ヴ
ー
■
⑮

　　　譲騰P灘灘　P　　　　　　　　　　　，

ケ誌瓢驚膝弁菰欝駿磁
るのも怖かったのですが、今では仕事が楽しく

てしょうがありません。一年が過ぎようやく

生クリームのデコレーションをはじめ7種類

のケーキを任せてもらえるようになりました。

私鮪艶鎌嘉韻農資為馨
た自慢の逸品なんですよ。うちのお店ではエ

ーデルワイスが有名ですが、カボチャのプリ

ンをぜひご賞味ください。これからも腕を磨

いて、他では食べられないようなおいしいケ

ーキを作りたいですね。自信をもって「職人」

といわれるようになるのが私の夢です。

長慧副認ぎ瀦聡婚隷聾集
外国人に打ち勝つ姿を見ていると、なぜか勇

気が湧いてきます。私は昨年からスノーボー

ドを始めました。いまだに転ぶのが専門です

が、こちらも更に上達したいですね。

※自然な甘みと舌触りが絶妙！そんなカボチャプリンの作り

手、大津さんの紹介で次回は岩田勇起さんにバトンタッチ。

　　　　岬　　　　ロぜ　　　　ま　　がもさ

o　 。騨！　ノ
ト　　轡轡酒〆
、》9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
、
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

中
国
人
記
者
団
2
0
人

十
日
町
雪
ま
つ
り
を
取
材

　
2
月
2
日
、
外
務
省
の
外
郭
団

体
で
あ
る
㈲
フ
ォ
ー
リ
ン
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
中
国
人
の
記
者

が
雪
ま
つ
り
の
取
材
に
行
き
た
い

と
言
っ
て
い
る
が
資
料
は
あ
る

か
？
」
と
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

中
国
語
ら
し
き
言
葉
は
、
メ
ン
ゼ

ン
チ
ン
と
か
ピ
ン
フ
ー
の
類
し
か

分
か
ら
な
い
の
で
、
「
色
々
資
料
は

そ
ろ
え
て
あ
る
の
で
お
い
で
い
た

だ
き
た
い
が
、
そ
の
記
者
は
日
本

語
が
出
来
る
か
？
」
と
問
い
返
す
。

ほ
っ
と
す
る
こ
と
に
、
日
本
語
を

話
せ
る
と
の
こ
と
。
2
月
3
日
、

そ
の
記
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
夕

刻
事
務
所
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
記
者
は
、
「
人
民
中

国
の
支
局
長
を
し
て
い
る
唐
暉
で

す
」
と
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

中
国
は
河
南
省
鄭
州
生
ま
れ
の
北

京
育
ち
で
、
日
本
滞
在
は
ま
だ
1

年
未
満
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
十
日
町
と
雪
ま
つ
り
が
い
か
に

す
ば
ら
し
い
か
切
々
と
説
明
し
、

ぜ
ひ
一
度
お
い
で
い
た
だ
き
た
い

と
言
う
と
、
「
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
。

11

社
の
支
局
で
1
5
人
く
ら
い
訪
れ

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
新
華

社
の
記
者
を
第
一
記
者
、
そ
れ
以

外
の
報
道
関
係
の
記
者
を
第
二
記

者
と
い
う
ら
し
い
。
彼
は
第
二
記

者
の
幹
事
長
ら
し
い
の
で
す
。

　
2
、
3
日
し
て
取
材
の
メ
ン
バ

ー
表
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
市

役
所
と
雪
ま
つ
り
事
務
局
に
連
絡

し
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
2
月
1
7
日
に
最
終
打

ち
合
わ
せ
を
し
、
結
局
1
2
社
2
0
人

の
記
者
団
が
2
1
日
、
2
2
日
に
来
市

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
打
ち

合
わ
せ
の
中
で
、
「
市
長
に
は
何
で

も
質
問
し
て
よ
い
の
か
」
と
、
繰

り
返
し
聞
か
れ
ま
し
た
。
お
国
の

事
情
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
、
そ

の
面
で
は
つ
く
づ
く
今
の
日
本
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
満
足
し
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
、
十
日
町
を
大
い
に
報

道
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
2
月
1
2
日
、
東
京
十
日
町
会
副

会
長
で
十
高
同
窓
会
東
京
支
部
長

の
渡
邊
一
男
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　3月13日働

②交通事故相談　　　　3月9日（月）

③巡回内職相談　　　　3月20日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
3

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

か
け
ま
せ
ん
か

醐
覇
鱗

第
3
回
十
日
町
彫
刻
会
展

　
公
募
展
の
入
賞
作
品
を
は
じ
め
、
新
作

の
発
表
も
行
い
ま
す
。

笏
日
時
H
2
月
2
5
日
㈱
～
3
月
3
日
㈹
午

前
9
時
～
午
後
1
0
時
（
た
だ
し
、
月
曜
日

は
休
館
）
纏
場
所
H
公
民
館
本
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
雛
入
場
料
H
無
料
籔
問
合
せ
H
公
民

館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

纏
日
時
H
3
月
5
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

n
時
3
0
分
纏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

雛
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
子
供
た
ち
と

遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

3月12日㈲　高野毅弁護士

　　26日㈲　神山博之弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

お
や
こ
劇
場
例
会
㎞
23

影
日
時
日
3
月
1
0
日
㈹
午
後
7
時
～
8
時

雛
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
膨
内
容
H
世
界
の
お

話
出
て
こ
い
！
「
風
の
子
バ
ザ
ー
ル
」
劇

団
風
の
子
公
演
雛
間
合
せ
”
水
落
（
盈
5
6

1
2
1
4
4
ま
た
は
池
田
（
盈
5

2
1
5
3

5
2
）
へ
。

第
1
回
十
日
町

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

雛
日
時
H
3
月
8
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
霧
場
所
H
公
民
館
本
館
纏
講
師

n
小
林
恵
子
さ
ん
（
上
越
市
女
性
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

長
）
雛
演
題
H
お
ん
な
偏
か
ら
考
え
る
霧

入
場
料
H
2
百
円
（
資
料
代
）
霧
問
合
せ

H
児
玉
悦
（
稲
葉
費
57
1
5
4
8
6
）
※

保
育
室
が
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

第
1
2
回

と
び
た
り
健
康
ま
つ
り

雛
日
時
“
3
月
1
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

2
時
3
0
分
雛
場
所
H
飛
渡
地
区
公
民
館
霧

内
容
H
健
康
づ
く
り
講
演
（
上
村
正
子
上

蒙醸漱灘謎一壁議
態懸園晦欝観発構報麟熊0500

露養馳のダ羅観磁歪5鵡85爆纏80

雛翻湘　　電議磁闘讐癒総籔勃繕蝦奪i報

縦騨＄灘餐　試顯i灘蒸麟諜黒霧灘嶽糞灘
　　　　　騨難⑳蒸雛饗糞遷惣菜書

鋸簸｝鑛麗無理隷嚢羅蓼癖ぽ糟め諜漿

き辮3一鋸翻消費盤活瀬談事翻
　　　　　一鑑薮舞溌毅麟鞭懸籔訪騰騨

雛翻麟幾　継続鹸饗一縷蒸取馨腱き顛途

　　　　　解絢

村
病
院
名
誉
院
長
）
、
健
康
相
談
ほ
か
霧
入

場
料
H
無
料
雛
間
合
せ
H
飛
渡
地
区
公
民

館
（
奮
59
1
2
0
3
2
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
．

◆
保
健
所
健
康
診
断

笏
日
時
H
3
月
1
2
日
㈲
午
後
1
時
30
分
～

3
時
笏
場
所
U
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医

判
石
川
医
師
（
津
南
病
院
）
笏
間
合
せ
“

十
日
町
保
健
所
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）
ま

た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

籔
日
時
H
3
月
1
7
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
笏
場
所
目
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医

H
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）
笏
問
合
せ
H

十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

笏
日
時
H
3
月
2
0
日
團
午
後
1
時
3
0
分
～

難
響

縷
　
　
蒙
．

講　
　
纐
魏

雌
響

　
　
鐵
灘
、

コ
ー
コ
ー

信
く
ほ
く
線
⑪

い
い
な
あ
ー

本
家
田
舎
名
湯
め
ぐ
り

　
十
日
町
の
皆
さ
ん
に
耳
寄
り
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
あ
な
た
も
「
ほ

く
ほ
く
線
」
に
乗
っ
て
東
頸
城
郡
6
町
村
（
牧
村
、
大
島
村
、
松
之
山
町
、

松
代
町
、
浦
川
原
村
、
安
塚
町
）
の
名
湯
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ひ
が
し
く
び
き
広
域
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
で
は
、
郡
内
6
町
村
の

代
表
的
な
温
泉
施
設
の
入
場
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
湯
め
ぐ
り
チ
ケ
ッ

ト
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
な
ん
と
、
通
常
入
場
料
の
半
額
以
下

の
ー
、
1
0
0
円
で
す
。
入
場
の
際
、
各
施
設
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
6
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
そ
ろ
っ
た
入
場
券
5
枚
で
、
す

て
き
な
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
郡
内
6
町
村
の
温

泉
施
設
、
役
場
、
J
R

東
日
本
県
内
各
駅
の
み

ど
り
の
窓
口
、
び
ゅ
う

プ
ラ
ザ
、
営
業
支
店
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の

開
通
で
、
ぐ
ー
ん
と
近

く
な
っ
た
東
頸
城
に
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
ひ
が
し
く
び
き
広

　
域
ま
ち
づ
く
り
委
員

　
会
事
務
局
（
東
頸
城

　
郡
町
村
会
内
智
0
2

　
5
5
9
1
2
－
2
0

　
4
2
）
へ
。

礁㎜灘、騨

懸郵｝鑓≡摺臨』・と
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3
時
笏
場
所
口
十
日
町
保
健
所
笏
間
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す

笏
期
問
H
3
月
1
日
㈲
～
3
月
2
0
日
樹
午

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
初
日
は
日
曜
日
の

た
め
3
月
2
日
㈲
か
ら
開
始
）
笏
場
所
H

市
役
所
税
務
課
（
1
階
）
笏
縦
覧
に
必
要

な
物
H
印
鑑
、
固
定
資
産
の
所
有
者
ま
た

は
納
税
管
理
人
以
外
の
人
は
委
任
通
知
書

（
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
笏
縦
覧
事
項
H

10
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
た
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
笏
問
合
せ
H
税
務

課
資
産
税
係
へ
。

◆
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
交
付

笏
交
付
日
H
3
月
1
8
日
㈱
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
笏
交
付
場
所
H
十
日
町
総
合
庁
舎

（
第
1
会
議
室
）
笏
必
要
書
類
H
①
免
税

軽
油
使
用
者
証
ま
た
は
免
税
証
共
同
交
付

申
請
明
細
書
②
耕
作
面
積
証
明
書
③
印
鑑

（
共
同
の
場
合
は
全
員
の
も
の
）
④
機
械

を
購
入
し
た
場
合
は
販
売
証
明
書
と
カ
タ

ロ
グ
⑤
免
税
証
交
付
申
請
書
（
交
付
会
場

に
あ
り
ま
す
）
笏
問
合
せ
目
十
日
町
財
務

事
務
所
課
税
課
（
智
5
7
－
5
5
1
2
）
へ
。

◆
公
民
館
本
館
・
地
区
館
の
利
用
団
体
募

集
　
1
0
年
度
、
公
民
館
を
毎
月
1
回
以
上

定
期
的
に
利
用
し
て
社
会
教
育
活
動
を
行

い
た
い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

籔
申
込
み
H
3
月
1
6
日
㈲
ま
で
に
利
用
す

る
各
公
民
館
へ
。

▼
十
日
町
市
公
民
館
（
暦
5
7
－
5
0
1
1
）

▼
中
条
地
区
公
民
館
（
智
52
1
2
7
4
8
）

▼
川
治
地
区
公
民
館
（
智
52
1
2
2
2
3
）

▼
六
箇
地
区
公
民
館
（
盈
5
2
－
5
4
3
4
）

▼
飛
渡
地
区
公
民
館
（
暦
5
9
－
2
0
3
2
）

▼
吉
田
地
区
公
民
館
（
智
5
2
1
2
8
7
4
）

▼
下
条
地
区
公
民
館
（
智
5
5
1
2
0
0
4
）

▼
水
沢
地
区
公
民
館
（
智
5
8
i
3
1
0
1
）

◆
成
人
式
記
念
文
集
「
2
0
歳
の
記
録
」
に

応
募
く
だ
さ
い
！

笏
募
集
作
品
H
作
文
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
詩

な
ど
笏
題
名
・
テ
ー
マ
H
自
由
笏
応
募
要

領
H
①
原
稿
に
題
名
、
氏
名
、
住
所
、
職

業
を
明
記
の
こ
と
（
匿
名
を
希
望
す
る
人

は
実
名
の
脇
に
「
匿
名
希
望
」
と
明
記
の

こ
と
）
②
姻
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
～
4
枚

程
度
笏
申
込
み
0
3
月
2
7
日
働
ま
で
に
公

民
館
本
館
（
暦
5
7
1
5
0
1
1
）
ま
た
は

各
地
区
公
民
館
へ
。

◆
1
0
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

笏
資
格
H
1
0
年
4
月
1
日
現
在
2
0
歳
以
上

の
県
民
で
、
福
祉
の
充
実
、
農
林
水
産
業

の
振
興
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
諸
問
題
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
議
会

議
員
、
公
務
員
、
県
の
他
の
モ
ニ
タ
ー
に

委
嘱
さ
れ
た
人
を
除
く
）
笏
募
集
人
数
日

2
0
0
人
笏
謝
礼
”
年
問
5
千
8
百
円
笏

申
込
み
H
3
月
9
日
㈲
～
3
1
日
㈹
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

県
政
で
一
番
関
心
の
あ
る
事
項
、
県
政
に

望
む
こ
と
（
㎜
字
程
度
）
を
記
入
し
、
県

庁
総
務
部
広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
〒
蜘
1

8
5
7
0
・
住
所
不
要
智
幡
－
獅
ー
5
5

1
1
）
へ
。

◆
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
資
格
取
得
の

た
め
の
実
技
講
習
会

笏
日
時
及
び
会
場

会場 期　　臼 開　催　場　斯 建　員

塩沢
3月

7（土）・8（日）・9（月）
県立塩沢商工高校
（南魚沼郡塩沢町泉盛寺）

一般50名
高校生20名

長岡A
3月

26㈲・27㈹・28（土）

ポリテクセンター新潟

　（長岡市住吉3－1－1）

一般35名
高校生45名

長岡呂
5月

13㈱・14㈲・15㈹

ポリテクセンター新潟

　（長岡市住吉3－1－1） 一般80名

堂越
5月

19（幻・20㈱・21㈲
上越文化会館
（上越市新光町1－9－10） 一般80名

長岡c
6月

1（月）・2（帰3㈱

ポリテクセンター新潟

　（長岡市住吉3－H）
一般80名

笏
受
講
料
H
1
万
3
千
百
円
笏
申
込
み
H

申
込
書
を
記
入
し
、
受
講
料
（
現
金
ま
た

は
郵
便
小
為
替
）
を
添
え
㈹
日
本
ボ
イ
ラ

ー
協
会
新
潟
支
部
（
〒
蜘
ー
0
0
8
2
新

潟
市
東
万
代
町
1
－
3
0
新
潟
東
万
代
ビ
ル

2
階
智
鰯
－
踊
ー
7
5
3
5
）
へ
。

◆
小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
国
際
交
流

「
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

笏
派
遣
先
H
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
（
内
、
6
事
業
は
特

別
補
助
事
業
）
笏
対
象
H
小
学
5
年
～
高

校
3
年
笏
申
込
み
目
特
別
補
助
事
業
は
5

月
1
9
日
、
そ
の
他
の
事
業
は
6
月
9
日
ま

で
に
働
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
㎜
ー

0
0
0
4
新
宿
区
四
谷
2
－
1
1
大
森
ビ
ル

3
階
智
0
3
i
3
3
5
9
－
8
4
2
1
）
へ
。

⑳

福
祉
現
場
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
実
習
生
た
ち

　
将
来
教
師
に
な
る
た
め
に
は
、

学
生
の
時
に
実
際
の
学
校
で
教
育

実
習
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
同
様
に
、
将
来
福
祉
関
係
の
職

業
に
就
き
た
い
と
考
え
て
学
ん
で

い
る
人
た
ち
に
は
、
福
祉
現
場
で

の
実
習
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
市
の
社
会
福
祉
事
務
所
に
も
毎

年
福
祉
実
習
生
が
研
修
に
来
ま

す
。
今
年
度
も
、
大
学
や
専
門
学

校
で
福
祉
関
係
を
専
攻
し
て
い
る

4
人
の
若
者
が
実
習
に
来
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
市
内
出
身
者
で
、
将
来

は
福
祉
関
係
の
職
に
就
き
た
い
と

考
え
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

　
実
習
は
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で

幅
広
く
福
祉
関
係
の
業
務
を
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
広
く

浅
く
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
。
市
内
の
高
齢
者
施
設
「
三
好

園
」
、
「
妻
有
荘
」
で
の
実
習
、
心

身
障
害
児
施
設
「
つ
く
し
園
」
で

の
障
害
児
と
の
触
れ
合
い
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
介
護

体
験
、
「
な
か
ま
の
家
」
で
の
共
同

作
業
な
ど
、
す
べ
て
の
体
験
は
、

机
上
で
学
べ
な
い
貴
重
な
体
験
に

な
り
ま
す
。

　
　
「
な
か
ま
の
家
」
に
実
習
生
と

同
行
し
た
と
き
、
窓
か
ら
手
を
振

っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
一
団
が
い

ま
し
た
。
後
か
ら
聞
い
た
ら
、
以

前
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
た
時
の
顔

見
知
り
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
か
ら
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
す
で
に
施

設
で
の
体
験
を
し
て
き
た
実
習
生

も
い
ま
す
。

　
今
の
若
者
は
何
を
考
え
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
い
ま

す
が
、
将
来
計
画
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
取

り
組
む
姿
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ

か
ら
の
福
祉
社
会
を
支
え
て
い
く

人
材
が
充
分
に
育
つ
土
壌
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
実
習
生
た
ち
は
、
大
学
や
専
門

学
校
で
得
た
知
識
を
実
社
会
で
生

か
し
た
い
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
側
面
か
ら
少

し
だ
け
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

実
習
生
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
実
務

経
験
を
積
ん
で
福
祉
の
現
場
で
の

活
躍
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

73平成10年2月25日号



◆
不
動
産
無
料
相
談
会

勿
日
時
H
3
月
7
日
d
ゆ
午
前
9
時
～
午
後

4
時
笏
場
所
n
宅
建
業
協
会
十
日
町
支
部

（
稲
荷
町
4
・
㈱
サ
ン
ウ
ッ
ド
新
潟
十
日

町
営
業
所
内
）
笏
問
合
せ
目
宅
建
協
会
十

日
町
支
部
（
盈
52
1
3
3
3
2
）
へ
。

◆
1
0
年
度
「
生
ご
み
処
理
容
器
取
扱
店
」

の
登
録
受
付
中

笏
登
録
店
の
申
請
n
随
時
受
付
（
た
だ
し
、

既
登
録
店
は
申
請
の
必
要
な
し
。
ま
た
、

申
請
の
際
は
ま
ず
電
話
で
ご
連
絡
を
）
勿

登
録
店
の
条
件
n
①
販
売
時
に
生
ご
み
処

理
容
器
や
使
用
す
る
微
生
物
の
正
し
い
使

用
方
法
を
購
入
者
に
指
導
で
き
る
②
販
売

後
の
使
用
徴
生
物
の
供
給
が
可
能
笏
間
合

せ
目
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

◆
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
新
設

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
出
張
所
が
、

4
月
か
ら
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

に
な
り
ま
す
。
支
局
の
取
扱
事
務
は
、
不

動
産
登
記
・
商
業
法
人
登
録
、
戸
籍
、
国

籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
な
ど
で
す
。
笏
問

合
せ
U
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
出
張
所

（
智
52
－
2
5
7
5
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

雛男
性
の
た
め
の
介
護
教
室

雛
日
時
H
3
月
7
日
・
1
4
日
・
2
8
日
の
各

土
曜
日
（
別
に
3
月
中
旬
に
実
習
を
1
回

行
い
ま
す
）
獲
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
内

容
H
講
話
、
料
理
実
習
、
介
護
実
技
、
介

護
保
険
制
度
ほ
か
笏
定
員
H
2
0
人
（
先
着

順
）
笏
受
講
料
U
無
料
笏
申
込
み
H
公
民

館
本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

第
6
回
手
打
ち
ソ
バ
の
会

　
自
分
の
手
で
打
っ
た
ソ
バ
を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。
霧
日
時
H
3
月
21
日
出
午
後

1
時
～
纏
場
所
H
飛
渡
第
2
小
学
校
枯
木

又
分
校
体
育
館
霧
参
加
費
H
大
人
“
2
千

円
、
中
・
高
生
“
千
円
、
小
学
生
“
5
百

円
（
酒
、
ビ
ー
ル
を
飲
む
人
は
5
百
円
増

し
）
獺
申
込
み
H
3
月
1
9
日
㈲
ま
で
に
阿

部
広
志
（
枯
木
又
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
会
盈
5
9
1
2
2
1
0
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
当
問
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会
〉

霧
日
時
H
3
月
5
日
㈲
午
後
6
時
4
0
分
～

（
6
時
受
付
開
始
）
雛
場
所
H
上
越
国
際

当
間
ス
キ
ー
場
（
第
ー
ゲ
レ
ン
デ
）
霧
参

加
資
格
H
小
・
中
学
生
（
た
だ
し
保
護
者

の
許
可
の
あ
る
人
）
笏
参
加
費
H
千
5
百

円
（
リ
フ
ト
代
含
む
）
雛
申
込
み
H
現
金

を
添
え
て
当
問
ス
キ
ー
場
（
費
5
8
1
3
2

9
1
）
へ
。

日常的な整備・点検に

　　　　　　　　心がけましょう

責任が重くなりました。

日ごろから整備や点検に必がけましょう。

交通事故のことで困ったら…

　交通事故の相談は県の無料相談所へ。

●新潟交通事故相談所

　〒950－0965新潟市新光町4番地1

　県庁行政庁舎1階　　　費025－285－5511

●長岡交通事故相談所

　〒940－0865長岡市四郎丸173－2

　県長岡総合庁舎1階　　智0258－38－2665

●上越交通事故相談所

　〒943－0835上越市本城町5－6

　県上越総合庁舎2階　　盈0255－26－9645

0受付時問二午前9時～午後3時（ただし、

土・日、祝日等休日は休みです）

　また、市役所を会場に毎月第2月曜日には、

県の移動相談を実施しています。

o受付時間＝午前10時～午後3時

　移動相談の詳細は、市役所市民生活課生活

環境係にお問い合わせください。

1月中の交通事故発生状況　　　（）累計

鐸 発生篠数 負傷者数 死者数

繋田購常
10年 13（13） 15（15） 0（0）

9年 12（12） 14（14） 1（1）

朋
S

慧
・
－
盛
駈

麟
灘

難
灘
・

垂
　
　
　
翻

　
議

　
　
鱗

鐘
　
　
灘

　　　　『　　璽

運
動
不
足
の
解
消
に

家
庭
で
で
き
る
ひ
と
工
夫

▼
「
意
識
」
を
も
っ
て

　
　
　
　
臨
み
ま
し
ょ
う

　
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
、

疲
れ
や
す
さ
や
息
切
れ
な
ど
で
実

感
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ご
家
庭
で
の
普
段
の
生
活
の
中

に
「
運
動
不
足
を
解
消
す
る
ぞ
」

の
意
識
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

o

▼
効
果
的
な
運
動

運
動
に
は
、
①
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

（
脈
拍
を
安
静
時
よ
り
や
や
上
げ

て
血
液
循
環
を
高
め
体
内
に
酸
素

を
取
り
込
む
）
な
運
動
と
②
ア
ネ

ロ
ビ
ッ
ク
（
筋
肉
に
負
荷
を
か
け

て
刺
激
を
与
え
筋
肉
や
骨
を
鍛
え

て
代
謝
を
向
上
さ
せ
る
）
な
運
動

と
③
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
（
使
っ
て

縮
ん
だ
筋
府
を
伸
ば
し
て
ほ
ぐ
し

筋
肉
の
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る
）

な
運
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
3
要

素
を
取
り
入
れ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
運
動
を
行
う
と
効
果
的
で
す
。

▼
ご
家
庭
で
の
ひ
と
工
夫

①
一
喜
一
憂
の
ひ
と
工
夫

・
鏡
に
全
身
を
写
し
て
発
奮
を

・
2
週
間
に
1
度
は
体
重
を
計
る

②
身
体
を
動
か
す
ひ
と
工
夫

・
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
脱
皮

・
こ
ま
め
に
動
き
ま
わ
る

・
足
踏
み
の
時
問
を
つ
く
る

③
飲
食
の
ひ
と
工
夫

・
入
れ
る
と
出
す
の
差
引
計
算
を

④
入
浴
後
の
ひ
と
工
夫

・
3
0
分
は
保
温
す
る

・
背
伸
び
な
ど
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を

・
家
族
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
時
問
を
つ

　
く
る

⑤
身
体
を
動
か
す
際
の
ひ
と
工
夫

・
動
か
す
筋
肉
を
意
識
す
る

・
息
を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
を
意

　
識
す
る
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國
お
年
寄
り
の
世
話
を
し
て
い
ま

　
　
　
す
。
口
の
中
の
汚
れ
を
取
り
除
か

な
い
と
肺
炎
に
な
り
や
す
い
と
聞
き
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
口
の
中
を
清
掃
し
て

あ
げ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

圏
茉
的
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
を
使

　
　
　
用
で
き
れ
ば
一
番
よ
い
の
で
す
が
、

た
ぶ
ん
使
用
し
づ
ら
い
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
歯
の

表
面
は
ガ
ー
ゼ
等
で
歯
垢
を
取
り
除
い
て

あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
綿
棒
を

使
用
し
て
歯
の
奥
の
汚
れ
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。
最
近
は
棒
の
先
に
ス
ポ
ン
ジ

の
つ
い
た
も
の
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

画
－
歳
の
子
供
が
い
ま
す
が
、
最

　
　
　
近
ミ
ル
ク
の
か
わ
り
に
ジ
ュ
ー
ス

を
好
ん
で
飲
み
ま
す
。
む
し
歯
に
な
ら
な

い
よ
う
に
何
か
気
を
付
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

困
乳
幼
児
の
歯
み
が
き
嫉
最
近

　
　
　
ほ
と
ん
ど
の
お
母
さ
ん
が
実
行
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
子
供
の
む
し
歯
は

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
は
、
子
供
の
食
生
活
、
食
習
慣
に
関
係

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
歯
科
医
院
で
も
、
む
し
歯
の
治
療
に
や

っ
て
く
る
1
歳
前
後
の
患
者
さ
ん
が
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
前
歯
が
溶
け
た
状
態
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
原

因
は
、
早
く
か
ら
お
や
つ
を
食
べ
て
い
る

こ
と
や
、
離
乳
時
期
の
飲
み
物
に
あ
り
ま

す
。
睡
眠
前
、
ミ
ル
ク
の
代
わ
り
に
果
汁

飲
料
や
牛
乳
を
ほ
乳
び
ん
に
入
れ
て
飲
ま

せ
、
ほ
乳
び
ん
を
く
わ
え
た
ま
ま
寝
か
せ

て
し
ま
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
の
影
響
で
、
ほ
乳
び

ん
の
中
身
が
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
健
康
飲
料

に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
味
覚
は
3
歳
こ
ろ
ま
で
に
完
成

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
甘
み

は
他
の
も
の
よ
り
な
じ
み
や
す
く
、
習
慣

に
な
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
早
い
時
期
か
ら
人
工
甘
味
食
品
や

甘
み
の
強
い
食
品
を
与
え
る
の
は
や
め
、

離
乳
時
期
に
は
自
然
の
味
を
覚
え
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。へ

》
　
　
　
　
　
チ

ン
鵬
（
』
”

　
　
　
　
　
　
　
　
9

争
ρ
＾
卿

　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
ε

甲3月の休目救急医

医院（下条中央通り〉暦55－2003

病院　（中里村）費63－2111

医院　（津南町）費66－2877

病院（北原）盈57－3018

医院　（川原町）岱52－2957

春分の日

医院（四日町新田2）盈57－6100

医院（寿町4）豊52－2711

病院（津南町）岱65－3161

㈹
口
村
㈲
山
条
㈲
島
ω
坪
㈲
野
南
㈲
外
条

日
　
　
　
　
日
　
　
　
　
日
　
　
日
　
　
日
　
　
　
　
日
中

1
山
上
8
長
中
蔦
大
21
大
2
2
庭
津
2
9
田
中

科医院（田中町本通り）費52－2403

病院（北原）智57－3018

むし歯のないよい歯の子
　1月の3歳児健診を受けた子32人

者
義
　
則
　
明
幸
浩
子
広
　

一
日

護
　
　
靖
　
　
貢
　
　
　
　
　
　
　
勇

保
和
和
直
隆
一
克
敦
淳
貴

　
　
　
　
き
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舗
綿
轟
細
蠕
灘
蒲
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
咲
ま
真
汰
淑
颯
香
芽
輔
芽
稜
貴
美
哲

子
　
　
　
　
藍

　
　
　
　
　
　
　
　
日

の
千
妨
湧
健
　
　
彩
浩
綾
　
麻
麻
英

歯
　
　
　
　
　
　
明

凝
山
田
島
田
木
藤
。
田
田
田
嶋
，

　
村
山
大
武
鈴
佐
田
池
山
山
大
玄

3月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

4日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
6年9月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

ll日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
8年9月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

18日
体）

午後1時10分

　～1時30分

9年11月・
生まれめ乳児

2歳6か月児

身体測定
10日

（火）

午前9時30分

～10時15分

7年9月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

17日
（火》

9年5月
生まれの乳児

麟編朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年10月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。4月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、3月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

3月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 2・9・16・23・30日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター

10日㈹

午前9時～11時30分

大井田コミュニテ春セン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター
19日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽　根　川 “
斗士

20日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

27日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

3月の献血車
◆全血献血　30日（月）（終日）十日町市役所

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時
◆成分献血　23日（月）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。
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ガツリオ

　　COMO－710Kン4M：14（11丑⑳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1編二，タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビッラ・ヴアル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビャネッロ●
　中世の城の遺跡の上に16世紀に建てられたパラッツォ・

ガッリオはグラヴェドー汰市にあります。そこはまさに、

年代物の額縁に天っだ風景画のようなロケーションの地で

す。この別荘は、トロメオ・ガッリオが建てたために「パ

ラ欠ツォ・ガッリオ」と名付けられました。ガッリオは大　●　ビソラ●デステ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビッラ　オルモ富豪で、現在5っ星ホテルとして有名なビッラ・デステ（9●　ロコモ市

月25日号紹介）の建築主であり、またビッラ・デル・ヴァ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ルビャ不ッロ（10月25日号紹介）の所有者だった人です。

　この別荘の四方は、一段高い監視塔が立っています。正

面にはアーチ型の3つの開口部に窓が付き、2階に広いホ

ールがあり、要塞としての機能も備えていました。

ヨ
愚
湖

　　　　　　　　　　　　ここパラッツォ・ガッリオ

　　　　　　　　　　　の別荘でコモ湖の最北端に着

　　　　　　　　　　　　きました。この地は山を背後

　　　　　　　　　　　にひかえ、コモ湖山岳協会が

　　　　　　　　　　　あります。また、電池を発明

　　　　　　　　　　　したアレッサンドロ・ボルタ

が住んでいた別荘もあります。次回からは、コモ市に向か

って湖沿いに私たちの想像的な旅を続けます。

　
、

叉
．

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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ぼくらの仲間が増えたよ！
　～大好きなマガモとともに一

野中小学校

漏．23
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　　　　聾灘臓
　　鯨　　　　－
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翻

　野中小学校では、今年度から1・2年生

の生活科の学習と緑の少年団活動の一つと

してマガモの飼育を始めました。

　手のひらにのるほど小さくてかわいらし

いひなが来たのが6月。地域の方々のご協

力でりっぱな小屋ができあがり、マガモと

の楽しい生活がスタートしました。

　最初はこわくてだっこできなかった子供

もしだいにマガモと仲良しになっていきま

した。マガモの様々な様子に一喜一憂し、

そして、次第に心を寄せていきました。

　羽の色がきれいになり、雄・雌の違いも

分かるようになってきたころ、マガモは飛

ぶようになりました。ずっと一緒にいたい

と思っていましたが、悩んだ末、マガモの

気持ちを考えて、自然に放すことにしまし

た。放鳥後、雄々しく空を飛ぶ姿を見て、

あらためて野生の鳥のたくましさを感じま

した。今は、マガモが自然の中で元気に暮

らしていることを願っている子供たちです。

　
千
葉
県
八
日
市
場
市
の
中
央
小
学
校
と

十
日
町
小
学
校
、
同
豊
栄
小
学
校
と
東
小
学

校
と
の
交
流
を
取
材
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流

に
い
た
る
ま
で
に
は
、
学
校
サ
イ
ド
・
行
政

サ
イ
ド
で
い
く
つ
か
の
苦
労
話
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
当
日
す
ぐ
に
打
ち
解
け

合
い
、
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
顔
を

見
れ
ば
、
そ
ん
な
苦
労
話
も
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
え
る
の
で
し
ょ
う
。
市
内
で
は
こ
の

ほ
か
に
も
中
条
小
学
校
が
岡
山
県
山
手
村
の

山
手
小
学
校
と
、
下
条
地
区
が
東
京
日
野
市

と
、
国
際
的
に
は
川
治
小
学
校
と
コ
モ
市
の

フ
ァ
ビ
オ
・
フ
イ
ル
ツ
イ
小
学
校
が
姉
妹
校

と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
の
恩
師
の
言
葉
、
「
い
か
に
大
勢

の
人
と
知
り
合
い
に
な
り
、
絆
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
そ
の
人
の
ス
ケ
ー

ル
を
決
め
る
」
を
思
い
出
し
ま
す
。
核
家
族

化
が
進
み
個
人
を
大
事
に
す
る
時
代
の
中
、

交
流
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

素
直
な
心
で
知
り
合
え
る
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
の
様
々
な
交
流
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
っ

て
や
る
の
は
私
た
ち
大
人
の
役
目
で
す
。
⑳
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十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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